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対馬保健所管内における感染症情報 
令和７年 第 12週（ 3月 17日 ～ 3月 23日 ） 

１．定点把握対象疾患  

発生 

状況 
疾患名 

定点当たり（人） 定点医療機関からの報告数 

発生年代等 前週 

(11週) 

今週 

(12週) 

対馬 

病院 

上対馬 

病院 

豊玉 

診療所 

報告 

合計 

 (季節性)インフルエンザ - - 0 0 0 0   

↓ 新型コロナウイルス感染症 7.00  5.00  12 2 1 15 

10歳未満：1名    10歳代：0名  

20歳代：1名     30歳代：1名  

40歳代：0名     50歳代：1名 

60歳代：3名     70歳代：2名 

80歳以上：6名 

 RS ウイルス感染症 - 1.00  2 0   2 1歳未満：2名 

 咽頭結膜熱 - - 0 0   0   

↑ A 群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 1.00  3.00  6 0   6 10歳未満：5名 10歳代：1名  

  感染性胃腸炎 - 0.50  0 1   1 20歳代：1名 

 水痘 - - 0 0   0   

 手足口病 - - 0 0   0   

 伝染性紅斑（リンゴ病） - - 0 0   0   

 突発性発しん - - 0 0   0   

 ヘルパンギーナ - - 0 0   0   

 流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） - - 0 0   0   

  細菌性髄膜炎 - - -     - *基幹定点 

  無菌性髄膜炎 - - -     - *基幹定点 

 マイコプラズマ肺炎 - - -     - *基幹定点 

  クラミジア肺炎【オウム病は除く】 - - -     - *基幹定点 

  感染性胃腸炎（ロタウイルス） - - -     - *基幹定点 

 

２．全数把握対象疾患 

  発生なし 

３．トピックス、季節情報 

  

  

◆国内で麻しん（はしか）の感染事例が増加しています！ 

麻しん（はしか）について 

麻しんは、麻しんウイルスによる感染力が極めて強い感染症です。 

症  状：発熱、発疹、咳、鼻水、目の充血など 

感染経路：空気感染（飛沫核感染）、飛沫感染、接触感染 

潜伏期間：10～12日間（最大 21日間） 

治  療：特別な治療法はなく、対症療法 

予防方法：ワクチン接種 

※麻しん含有ワクチン接種歴（２回以上の接種）の確認をしておきましょう。 

全国では、海外渡航者からの輸入症例を契機に、国内における感染伝

播事例が報告されています。2025 年の第 12 週までに 44 件の報告

があっています。（2024年累積報告数 45件） 

麻しんを予防するにはワクチン接種が最も有効です。定期の予防接種

として麻疹・風疹混合生ワクチン （MRワクチン）を実施しています

が、令和 6年度のMRワクチンの偏在等に伴い、対象の期間内に定期

接種を受けられなかった場合は、対象期間外であっても、定期予防接

種として接種していただくことができます。 

該当する場合は、対馬市健康増進課へご相談ください。 

国立感染症研究所ＨＰより引用 

◆都道府県別 麻しん報告数（2025年第 11週）◆ 


